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皆さんのお声を県政に届けます  ～定例議会  一般質問から～

危機管理建設委員会

Q1  令和５年11月議会の一般質問で示した「具体的な検討に着手する」と
の方針から２年２か月、現在どの段階まで進んでいるのか。

A1  令和７年２月には、保護者、学校評議員、地元市町村等からなる「上田
養護学校基本方針検討懇談会」を立ち上げ、昨年中に２回開催し、現
地建替え・移転それぞれの課題の整理を行なった。 令和８年２月10
日の第３回目の検討懇談会では、移転を想定した場合に、災害の危険 
性や通学の利便性の観点などから、望ましい設置エリアや必要な校
地面積などについて、 一定の整理を行ったところです。

Q2  令和８年度は、構想段階から実行段階へ踏み出すべきと考えるが、所
見を伺う。

A2  現在の状況を踏まえると、早期に方向性の道筋をつける必要があり、
検討をさらに加速させていくことが必要であると考えている。必要
な条件を満たすエリアにおいて、関係機関等のより一層の協力を得
ながら、具体的な土地の調査を行うなど、出来るだけ早期に設置場所
の見通しがつくよう、取組を進めてまいりたい。

次世代を担う若者が建設産業の魅力ややりがいを広く知ってもらう
ため、あらゆる世代に向けた取組を実施します。
●現場見学会
小中学生と保護者を対象にリアル体験できる現場見学会の実施。
とても好評です。
●移住希望者の就業支援
　移住フェアなどを通して、建設業産業への就業を促す説明会の実施
●魅力発信プラットフォームの発足
　建設産業のあらゆる主体が連携・協働するプラットフォームの立上げ
●建設産業の魅力を伝える動画の作成
「新技術編」「役割編」「魅力編」に加え、
「女性活躍編」など、新たな広報の展開

【危機管理】
長野県地震防災対策アクションプランの取組状況
●自助の呼びかけ
　「自らの命は自らが守る」共助・公助とともに、自助の取組の呼びかけ促進
　災害保険・共済の加入の促進の呼びかけ
●孤立可能性集落での災害時情報通信手段の確保
　６市町村（約 70地域）に対し、補助実施
●避難所の運営見直し、生活環境の充実
　自主防災アドバイザー、防災士等を対象に避難所開設スキルの研修
●避難所TKB（トイレ・キッチン・ベット）の進化にむけた備蓄強化
プライバシーを確保するテント（1100基）やエアーベット（1500枚）、
給電装置を各振興局へ配置（10基）
●災害時の罹災証明書発行の迅速化
   タブレットを活用したシステムを体験する研修の実施

上田養護学校移転・
　　　　改築計画の検討状況について 

Q3  未だ続く、県内企業の人材不足解消のため、多様な人材の労働参加を
促すため、２年間の事業の実績を踏まえて、令和８年度にどのように
展開していくのか伺う。 

A3  事業の効果として、切り出した短時間業務の求人について、地域就労
支援センター（Job サポ）を通じて幅広く求職者へ紹介しており、こ
れまでほとんど見られなかった求人への応募が徐々に増加し、女性
やシニア層からの問い合わせが増えている。
令和８年度では、短時間勤務を実際に導入し成果を上げている企業
にプレゼンしていただき、導入の手軽さや具体的な工夫を紹介する
セミナーを開催、また、業務改善支援員が企業を訪問し、導入に対し
て助言するなど、企業の懸念の払拭や導入のハードルを下げる取組
を進めていく。

ライフスタイルに合わせた
　　　　多様な働き方創出事業について 

Q4  助成対象に脱毛症、特に子どもを対象に含める制度拡充を検討すべ
きと考えるが見解を伺う。 

A4  議員ご指摘のとおり、アピアランスケアの趣旨に鑑みれば、がん患者
以外の方々に対しても社会参加に繋がる支援は重要なことである。 
今後は、先行する他の自治体の取組を参考にしつつ、対象疾患や想定
される対象者数など制度設計に必要となる情報の把握に努めるとと
もに、特に事業の実施主体である市町村に対し、県からその必要性等
について問題提起を行ないながら共に考えていきたい。

アピアランスケア助成事業の対象拡大について 

Q5  子育てへの支援をより充実するため、授乳室でも搾乳しやすい工夫
や、職場における搾乳など、必要な方が安心して搾乳できる環境づく
りに取り組むべきと考えるが、所見を伺う。また、県が保有する施設
の授乳室への搾乳マークの併用と更なる拡大へ着手をお願いしたい
がいかがか。  

A5  今後県では、授乳スペースを設けている「子育て家庭優待パスポート」
協賛店や「ながの子育て応援企業同盟」の加盟企業等に、授乳室で搾
乳ができる旨を表示するよう働きかけたり、県ホームページ等で広
報を行ってまいりたい。 また、県の率先実行はとても大切なため、県
有施設の授乳室へも搾乳マークの表示等が進むよう、関係部局と相
談・調整をしてまいります。

誰もが安心して搾乳ができる環境づくりについて

一般質問の内容は右記のQRコードより
視聴できます。ぜひ、ご覧ください。

詳しくはこちら▶



川上質問
「明るい逆参勤交代」の取り組みを行ってい
くことが、東京一極集中の緩和につながり、
新たな企業誘致の方向性の一つとなると考え
るがいかがか。
知事答弁
大都市の企業と繋がって、そこで働いている
人を我々の地域と繋いでいただくことに企業
の力を借りるのが大変重要になってきてい
る。長野県はこうした取り組みに最も優位性
のある地域だと思うので、我々独自の考え方・概念もしっかり構築しなが
ら、大都市の活力を長野県の活力にしっかりつなげたい。

川上質問
緊急対応体制について、市町村と県及び県
警の役割と相互の連携をどのように構築し
ていくのか。
林務部長答弁
県では、「ツキノワグマ出没時対応マニュ
アル」を策定、三者が協議して対策方針を
決定する仕組みを明確化し、対応体制や
連 絡 体 制を再点検し、机 上訓 練を実 施
し、顔の見える関係づくりを進める。
川上質問
猟友会の広域連携について、小規模町村が単独では対応困難な地域に
おいて、いつ、どのような枠組みで広域連携体制を整備していくのか。
林務部長答弁
有害鳥獣の捕獲活動を持続的に進めるためには、広域連携の推進は不
可欠であり、まずは来年度、先進的に取り組む地域において広域連携
を検討し、その成果を検証した上で、段階的に全県的な体制へと広げ
たい。
川上質問
クマと遭遇した際の基本行動やクマ撃退スプレーの正しい使い方など、
命を守るための最低限の知識について、来春までにどのような手段で県
民に周知していくのか。
林務部長答弁
小中学生にはハンドブック、幼児には紙芝居を配布、学校や保育施設の
管理者には、登下校時の安全確保のための動画を作成。一般県民向けに
は、県ホームページや公式LINEで遭遇時の行動やクマ撃退スプレーの
使い方を解説する動画などを配信する。

【お気軽にご意見、ご要望をお聞かせください】〒395-0152　飯田市育良町2丁目20-3
  ☎0265-48-5258　FAX.026-403-2220　e-mail／kawakami.nobuhiko0728@gmail.com

公明党長野県議団YouTubeチャンネルは　
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１１月・２月定例会・１月臨時会の質疑やその他活動を紹介します

１１月一般質問：１．ツキノワグマ対策について

１月臨時会代表質問について

２．長野県版明るい逆参勤交代の推進について

２月定例会産業観光企業委員会質疑 『こんにちは県議会です』in飯田・三遠南信リニア建設促進

一般質問の様子はこちらをご覧ください→

産業労働部
①デジタル化一貫支援事業について②食品産業の活性化支
援事業について、③信州ブランド普及・発信事業について
質問。
観光スポーツ部
①宿泊税推進事業について、②観光アクセス向上事業につ
いて、③部活動地域展開（地域クラブ活動推進事業）につ
いて質問。
企業局
①企業局総合防災訓練の実施状況について②マイクログ
リッドの展開可能性について質問。

１月２３日
広報委員会「『こんにちは県議会です』
おでかけ意見交換会」が飯田高校で開
催され、地元議員として参加。グループ
に分 かれ意 見 交 換を行い、私はＢグ
ループで、「焼肉の街飯田の最強のタレ
を見つける」をテーマに探究学習に取り
組んでいる皆さんと、南信州の食文化に

ついて話し合いました。部活動や地域の集まりなど焼肉文化は若い皆さんにもしっ
かり根付いていて、更に発展させようとの熱い思いを強く感じました。
４月２日
山梨実験センターにてリニア試乗会に参加。実験線の総延長は42.8㎞、リニアの
最高時速は５００㎞です。振動や騒音も
少なく、個人的には安定した飛 行機に
乗っているような感覚でした。
リニア新幹線は2034年以降の開業とな
る見通しですが、本体工事について、地域
住民の生活環境や安全への配慮など、私
たち県議 会としても、国・JR 東海に対
し、工程の着実な前進と、地 域に寄り
添った整備を強く求めてまいります。

１月臨時会において、公明党県議団を代表し
て質疑を行いました。
主な質問項目は、今回の補正予算案におい
て、賃上げ促進の事業が盛り込まれている
が、総合経済対策で掲げた中小企業の賃上げ
を今後どのように実現していくのか。医療分
野におけるICT機器等の導入による業務改善
支援について、働きやすい職場環境の実現や
人材定着にどのようにつなげていくのか。農
業における持続可能な経営基盤の構築について、単なるコスト補填に終
わらせることなく、収益力向上や担い手確保など持続的な構造に今後ど
のようにつなげていくのか等について質問しました。








